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とっさの…

ＰＤ災害対策手帳 愛称：とっＰ！
私は腎臓が悪く、

腹膜透析治療を継続しなければ死に直面してしまいます

①腹膜透析ができなくなった場合、

何日間くらい透析をしなくてもよいか

②お薬の中で重要なものはどれか

③持ち出し物品用常備薬7～10日分ほど

ありますか

④病状で気をつけること

⑤

⑥

※この手帳を持ち歩いてね

【普段から確認しておくこと】
一人ひとり、身体の状態は異なります。
以下について主治医と相談してください

※緊急連絡先の順序

1.家族に連絡
2.業者へ連絡

連絡内容①病院名
②名前
③避難場所(連絡先)

3.医療機関へ連絡する

とっP

★ 我が家の避難場所

避難場所名 集合場所(住所)

①

②

★ 災害用伝言ダイヤル (携帯電話を利用しての伝言ダイヤルも可能)

伝言録音 伝言再生
①「171」ダイヤル
②録音の場合「1」をダイヤル

③市外局番から自宅電話番号を
ダイヤル ★「30秒以内」の録音

①「171」ダイヤル
②再生の場合「2」をダイヤル

③市外局番から自宅の電話番号
をダイヤル

災害時に配給されそうなカリウムの多い物

バナナ・野菜ジュース・トマトジュース・チョコレートなど
カロリーメイト(チョコレート味)はカリウムが倍量ほど多い

安否確認システム

避難中の食事管理

制限内容 対処方法

塩 分
・いつもよりも半分程度の摂取を目標にしましょう

・体重増加に直接影響しますので、減塩を心がけることが大切です

飲水量
・1日400mLに抑えましょう
・尿ある場合は、1日400mL＋尿量以内で抑えましょう

カリウム
・高カリウム血症は死に直結します
・治療ができない場合は通常よりも半分程度とし、できるだけ

高カリウム食を避けましょう

配給食品
・塩分・カリウムの高いものは避けましょう
・しょうゆ・ソースはかけないようにしましょう

・おにぎりの中の梅干類は取り除きましょう

避難所
マーク



避難
生活
なら

～3日

～数
時間

5～10
分

5～10
分

3分

1～2
分

日々のPD治療が

できていれば

慌てる必要ありません

地震が発生したら
PD治療はどうすればいい？

行動 経過 ＰＤ治療
直前
～
3秒

地震だ!
自分自身の安全を確保

◎PDを安全に中断！
治療中の場合
揺れがおさまったら接続部から回路を外す

避難準備
持ち出し物品準備

地震だ!
●落ち着け! ●身を守れ！●意識しよう！
★火元と脱出口の確保

地震だ!
自分自身の安全を確保

●皆無事か? ●近くに火は？
★大声で知らせろ! 消火器使え!

バケツリレーだ!
●余震に注意!!

避難
持ち出し物品をもって避難
常備薬もちましたか

●ラジオをつけろ!⇒デマにまどわされるな
●市町、自主防の情報確認
●電話はなるべく使わない（メール使用）

★緊急連絡最優先!⇒安否確認は
伝言ダイヤル「171｣

★避難は⇒ガス栓閉じる、ブレーカー切る、
車は禁止、行き先は玄関にメモを、
子供のお迎え

●皆で消火活動!●皆で救出活動
★自宅倒壊危険あれば 避難所へ
★簡単な手当ては自分で!

緊急連絡
①家族へ連絡 ②業者へ連絡

③医療機関へ連絡

安全な場所確保
●埃の立たない場所
●ＰＤのできる道具が整ったら開始
●道具がない場合、連絡した後に物品が届
いてから始めましょう

●バックの加温は、抱いて寝る、毛布・
布団にくるむ(人肌程度でよい)
※湯で温めることはできるだけ避ける

(バック゛の破損で感染の危険大)
●バック交換前に手指消毒

●生活必需品は備蓄でまかなえ!
（水・食料・ラジオ…）
●市町広報に注意! ●壊れた家に入るな!
●無理はやめよう! ●助け合い!

3か条
●自主防を中心に
●ルールを守って
●助け合おう!

避難所でのバック交換の場所は
●腹膜透析患者であることを行政担当に
申し出て確保する

●出口部消毒は、ほこりのない環境と道具、
手洗いできる環境が整ったら実施

●入浴・シャワーはパウチを使用できなけ
れば禁止

□ 1.常備薬 7日～10日分 □ 11.マスク

□ 2.飲料水 2ℓ分 □ 12.手袋・軍手

□ 3.ラジオ 乾電池忘れずに □ 13.印鑑・通帳

□ 4.非常食 3日分 □ 14.下着

□ 5.懐中電灯 □ 15.雨具

□ 6.現金 10円 100円硬貨も □ 16.タオル

□ 7.携帯カイロ 10個 □ 17.ヘルメット

□ 8.ビニール袋 45L用 □ 18.乾電池

□ 9.寝袋・毛布 □ 19.マッチ・ろうそく

□ 10.テッシュ・ウエットティッシュ □ 20.笛

常備薬に変更あったら院外薬局で予備のお薬も調整してもらってください。
お薬手帳もあると薬が不足した場合便利です。
デバイス（機器類）の充電も日ごろから確認が必要です。

項目 （A必要） 項目 （B:可能な限り準備）

□透析液 5日分 □入浴用パウチ

□器材、CAPD交換キット一式 □ゴミ袋、ハサミ

□カテーテルケアセット、
消毒薬、綿棒、ガーゼ、テープ

□毛布・タオル
(発砲スチロールの箱)

□S字フック

持出し品と保管物品の確認

★非常持出し品：一般共通

東日本大震災体験者へのアンケート結果より
ベスト20を選択しました。

★保管するPD物品（安全な場所に）


